
 

Ⅰ 研究組織 
（１） 研究代表者 
研究代表者名 所属部局名 職名 

片倉 啓雄 
先端科学技術推進機構・ 
化学生命工学部・教授 教授 

 
（２） プロジェクト参加研究者数  9 名 

 
（３） 研究プロジェクトに参加する主な研究者 
研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

片倉 啓雄 
先端科学技術推進機構・ 
化学生命工学部・教授 

固体連続併行複発酵による 
エタノール生産 

バイオマスの有効利用と廃棄

物の有価物化による収支の

改善産官学連携のとりまとめ

長岡 康夫 
先端科学技術推進機構・ 
化学生命工学部・教授 

バイオマスからの有価物の 
探索と単離・構造決定 

バイオマスの高付加価値化

による資源有効利用の促進 

河原 秀久 
先端科学技術推進機構・ 
化学生命工学部・教授 

バイオマスからの有価物の 
探索と機能・構造決定 

バイオマスの高付加価値化

による資源有効利用の促進 

住吉 孝明 先端科学技術推進機構・ 
化学生命工学部・准教授 

バイオマスからの有価物の 
探索と機能・構造決定 

バイオマスの高付加価値化

による資源有効利用の促進 

山崎 思乃 
先端科学技術推進機構・ 
化学生命工学部・助教 

バイオマスからの有価物の 
探索と機能・構造決定 

バイオマスの高付加価値化

による資源有効利用の促進 

池内 裕美 社会学部・教授 製品イメージと消費者受容に

関する心理学的研究 

販売形態を含めた商品提案

を通した六次産業モデルの

構築 

山本 秀樹 先端科学技術推進機構・ 
環境都市工学部・教授 

バイオマスからの有価物分 
離プロセスの開発 

有価物質連続抽出工程の効

率化とコストダウン 

林   順一 先端科学技術推進機構・ 
環境都市工学部・教授 

廃棄物からの吸着剤および 
固体燃料の製造 

最終残渣の有価物化による

収支改善とゼロエミッション化

（共同研究機関等） 
橘田 浩二 

大阪府立環境農林水産 
総合研究所･主任研究員 

地域バイオマスの情報収集・

新規素材の実用化試験 

近畿圏(大阪）のバイオマス

の現状（量や利用法）の調査

と新規素材の実用化試験 

 

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

大日本住友製薬株式会

社・主任研究員 
先端科学技術推進機構・ 

化学生命工学部・准教授 
住吉 孝明 有用生理活性成分の探索 
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旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

富山県薬事研究所・ 
研究員 

先端科学技術推進機構・ 
化学生命工学部・助教 

山崎 思乃 有用生理活性成分の探索 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

有価物の機能性素材の 
評価 

医薬基盤研究所・ 
グループ長 

竹森 洋 
マウスを用いた in vivo 試験

で素材の機能を評価 

（変更の時期：平成 27 年 4 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

農・工・商連携における地

域中小企業の役割 

社会連携部産学官連携 
コーディネータ・関西大学名

誉教授（前：社会学部教授） 
大西 正曹 

農業の六次産業化に向け

た中小製造業の技術コー

ディネート 

（変更の時期：平成 28 年 4 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

バイオマスからの有価

物の探索と機能・構造

決定 

先端科学技術推進機構・ 
研究員 上里 新一 バイオマスの高付加価値化

による資源有効利用の促進

（変更の時期：平成 28 年 4 月 1 日） 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
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Ⅱ 研究成果の概要  

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

【研究プロジェクトの目的・意義】  
理系・文系教職員の得意技持ち寄り型のオープンイノベーションによって、地域で生産される農林水産

資源から付加価値の高い有用成分を発掘し、商品化するとともに、残渣もバイオマスとして有効活用する

地域密着型バイオリファイナリーの研究基盤を確立する。具体的には、安定供給できる地域の農産資源

（加工残渣や規格外品）を原料として、酸化重合を触媒する酵素、抗腫瘍成分、抗生活習慣病成分、マン

ナン、過冷却促進物質、接着タンパク質などについての学術研究に基づいて、高付加価値の有用物質を

同定し、その機能を解明する。さらに、消費者心理を考慮した商品デザインや販売形態の検討、地元企業

との連携による既存設備を活用した低コスト製造方法の確立、セルロースを主成分とする残渣のバイオエ

タノールおよび機能性活性炭への変換を有機的に組み合わせる。以上により、大学が核となって、有用天

然物に関する学術研究と、一次産業、地域の中小製造業および商業を有機的に連携させ、六次産業の創

出と次世代研究者育成の基盤を形成する。 
 

【計画の概要】  
まず、橘田が大阪府下の農産廃棄物を調査し、文献情報等から成果が期待できるものを中心に収集す

る。これを高付加価値物質探索グループで成分を抽出・分画し、抗酸化活性、発がん抑制活性、メラニン

生産抑制活性、過冷却促進活性、乳化活性などを評価する。有望なものについては構造を決定し、作用

機序を解明する。既に予備検討が進んでいるエノキタケ、コーヒー粕、ジョロキアなどについては抽出・分

離プロセス開発グループ工業スケールでの抽出技術と製品化を検討する。これらの際には、社会システム

構築部門の池内が消費者心理分析を行い、研究戦略に反映するとともに、商品やパッケージのデザイン

を行う。また、同部門の大西が流通・販売経路も想定し、自治体、地元企業からの協力を得るためのコー

ディネートを行う。製品化が期待できるアイテムについては、残渣商品化プロセス開発グループが残渣か

らのエタノール収率、炭化した残渣の吸湿性、吸臭性を検証し評価する。毎年 2～3 品目について検討し、

平成 26 年度からは毎年少なくとも 2 アイテムについて上市する。平成 28 年度以降は、原料供給の季節

変動に対応するため、収穫時期が異なる原料からの複数の有用成分を確保と、原料の乾燥貯蔵などをど

のように組み合わせれば利益を最大化できるかをシミュレーションし、さらには、市場価格や輸送費などの

変動が収支に及ぼす影響について、感度解析に基づいたリスク管理を行うとともに、高付加価値成分の抽

出、評価をどのように分担して研究すれば効率的か、など、本事業が提案するシステムに一般性を持たせ

る戦略を研究する。      

                            

 

（２）研究組織 

【研究代表者、各研究者の役割分担や責任体制】 
後述する理工系学部教員と医薬基盤研究所（現：国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所）の

研究員（竹森［注 1］）で構成する研究部門と、消費者心理を専門とする社会学部教員（池内）と地域再生学

を専門とする社会連携コーディネータ（大西［注 1］）が大阪府立環境農林水産総合研究所（橘田）の協力を

得る社会システム構築部門によって構成した。研究代表者（片倉）は、少なくとも年 3 回の全体報告会を招

集するとともに、それぞれの研究テーマについて、社会システム構築部門との調整を行った。 
 
【研究支援体制】 

関西大学先端科学技術推進機構が研究費の管理・執行、社会連携部が知財と産学官連携をサポート

した。試薬や機器等の購入、PD の雇用などに当たり大学の法人部局や進捗状況のチェックをする研究

推進部からも万全の支援を得た。研究代表者の片倉は、民間企業勤務経験と幅広い研究経歴を活かし

て、各メンバーの研究内容とプロジェクト全体の整合性を取るとともに、外部機関との調整・交渉を行った。

 
【プロジェクトに参加する研究者、大学院生・PD 人数と活用状況】 （※大学院生・PD 数は延べ人数を記載） 

社会システム構築部門（大西、池内、橘田の計 3 名）と研究部門からなり、研究部門は以下の 3 グルー

プから構成した（括弧内は延べ人数）。 
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［高付加価値物質探索グループ］ ○長岡、上里［注 1］、河原、住吉、山崎、PD 5 名、

技術補佐員 1 名、客員研究員 10 名、RA 1 名、大学院生 81 名

［抽出・分離プロセス開発グループ］ ○山本、RA 5 名、大学院生 40 名

［残渣商品化プロセス開発グループ］ ○林、片倉、RA 1 名、大学院生 14 名

○印は各グループのリーダーを示し、各研究員を統括するとともにサブテーマを管理し、PD および RA
を統括している。また、大学院生は各研究員（常勤教員）が統括している。

【研究グループ間の連携状況】

 各部門および研究グループは、協力企業・団体から試料・情報の提供を受ける度に密接な打ち合わせを

行うと共に、年に 3 回進捗状況報告会を行った。

（注 1：竹森は平成 27 年度末に同研究所の組織替えのため、上里と大西はそれぞれ平成 27 年度末と平

成 28 年度末に定年退職のためメンバーから外れた。）

【共同研究機関等との連携状況】

学外研究者の橘田とはメールや電話を通して随時打ち合わせを行い、研究を進めるとともに必要に応じ

て研究員が橘田に同行して農産廃棄物提供者との面談を行った。

（３）研究施設・設備等 

【研究施設の利用状況】 （※人数は 5 年間の延べ人数）

関西大学ハイテク・リサーチ・コア 306 室(101 m2：60 名)、第 4 学舎第四実験棟 天然素材工学研究室

(127 m2：18 名)、生物化学工学研究室(194m2：9 名)および医薬品工学研究室(188 m2：52 名)、第 4 学舎

2 号館研究棟プロセスデザイン研究室(148 m2：30 名)。なお、平成 27 年度から動物実験室が整備され

た。動物実験は、関西大学動物実験委員会の規定に基づいて実施した。

【主な研究設備・装置、設備の名称及びその利用時間数】

プロテオーム解析・機能評価装置（20 h/週）、高付加価値素材成分分析システム（アミノ酸分析装置、質

量分析装置）（22 h/週）、高付加価値機能活性測定装置（10 h/週）、天然物抽出分離システム（5 h/週）、

高付加価値機能活性測定装置（10 h/週）を導入した。括弧内は 1 週間の平均使用時間。

【外部資金の導入状況】

学内の研究メンバーの外部資金獲得状況は以下の通りである。

日本学術振興会科研費：

平成 25 年度 2 件 2,860 千円；平成 26 年度 3 件 2,520 千円；平成 27 年度 2 件 4,030 千円；

学外共同研究・受託研究・指定寄付等：

平成 25 年度 12 件 15,571 千円；平成 26 年度 23 件 20,452 千円；

平成 27 年度 13 件 8,309 千円；平成 28 年度 19 件 16,686 千円；平成 29 年度 21 件 24,402 千円

（４）研究成果の概要 ※下記、ＩＩＩに対応する成果には下線及び＊を付している。

基礎系 8 課題（1-6, 9, 15）、応用・製品開発系 8 課題（7, 8, 10-14, 16）を設定し、高付加価値物質探索グ

ループが 8題、抽出・分離プロセスグルーブが4課題、残渣商品化プロセス開発グループが 3題を担当し、

さらに、社会システム構築部門でも、製品イメージと消費者心理に関する課題を設定した。各課題につい

て、学術論文、学会発表、特許出願、外部資金獲得の件数、上市した製品数を下表にまとめる。 

なお、申請時の計画とは取り扱うアイテムと実施時期が異なっているが、これは有望なアイテムを優先し

たためであり、実施件数も上市した製品数も当初計画を上回る実績と成果が得られた。 

28 年度 3 件 5,200 千円；平成 29 年度 3 件 5,330 千円平成
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表 1．各研究課題と研究成果（＊印は出願準備中） 

進捗

状況

課題

番号
課題名

論

文

国内

学会

国際

学会

特

許

外部

資金

上

市

基礎 1 果皮抽出物を用いた染毛法の開発 0 3 2 0 1 0
基礎 2 廃棄農産物エキスの免疫調節作用の評価 0 2 2 0 4 0
基礎 3 高付加価値成分の評価系の確立と天然物からの探索 6 6 13 0 5 1
基礎 4 高麗人参廃棄物からの有用物質の探索 0 5 7 0 2 0
基礎 5 ポリフェノール類の化学修飾による高機能化 1 5 9 0 7 0
基礎 6 ノビレチンを含有する柑橘類外果皮の高付加価値化 3 7 1 0 3 0
応用・ 

製品化
7 コーヒー粕からの過冷却促進物質とゲル化剤としてのマ

ンナンの分離
2 9 0 2 34 0

応用・ 

製品化 
8 エノキタケからの接着タンパク質エキスと不凍多糖の製

造とその機能性
1 2 1 1 4 2

基礎 9 Hansen 溶解度パラメータを用いた有価成分抽出条件の設

計
1 11 8 0 9 0

応用・ 

製品化 
10 ハバネロ･ジョロキア（唐辛子類）からのカプサイシンの分

離と応用
0 0 0 ＊ 2 1

応用・ 

製品化 
11 柑橘類からの有価成分抽出技術をベースとした密柑塩

の製造
0 0 0 0 1 1

応用・ 

製品化 
12 溶解度パラメータを用いた有価成分抽出技術を利用した

製品化
0 0 0 ＊ 1 0

応用・ 

製品化 
13 バナナの皮の有効利用法の開発 1 4 0 0 17 0

応用・ 

製品化 
14 抽出残渣からのエタノール生産 1 1 0 0 6 0

基礎 15 バイオエタノール生産に適した非組換え酵母の育種 0 1 0 ＊ 5 0
社会ｼｽﾃﾑ 

構築部門 

応用・ 

製品化 
16 製品イメージと消費者受容に関する心理学的研究

（課題 1 と 10 とも連携して進行中）
4 17 4 4 0 0

※外部資金は学内研究者の獲得件数 

各課題について、以下に研究成果とあわせて、優れた成果があがった点、問題点、研究期間終了後の

展望をまとめた。副次的効果については、該当するもののみ同欄に記載した。また、研究担当者自身によ

る自己評価、外部評価について個別に助言、指摘があったものについて、改善点等を記載した。 

A. 研究部門

《高付加価値物質探索グループ》

【課題 1】 果皮抽出物を用いた染毛法の開発 *1 （担当：長岡）

＜目的＞

サツマイモやバナナの皮に含まれるポリフェノールとその酸化酵素を用い、低刺激性天然染毛剤の開

発を目的とした。Web アンケート調査の結果をもとに消費者ニーズに基づく製品開発も同時に推進するこ

とを目指した。

＜優れた成果があがった点＞

サツマイモの皮のメタノール抽出物は、クロロゲン酸などのポリフェノールを含み、抽出エキスにはポリ

フェノールを酸化する酵素の活性が認められた。これらの抽出物と酸化染毛剤の混合液による染色度合

いは、既製品の 1/4 程度で、3 回以上繰り返し染毛が必要であることが分かった。さらに、当初の技術目標

であった、「サツマイモやバナナの皮に含まれるポリフェノール酸化酵素を用いた染毛法の開発とその機

構の解明」には成功し、方法論の構築としては、一定の成果が得られた。また、以下に詳述するように、早

い段階での Web 調査によって、商品化の際の問題点を事前に把握して研究戦略を修正できたことは、本

学に形成された研究拠点としてのコラボレーション効果が大きく表れた事例であり、特筆すべき点である。

＜課題となった点と対応および終了後の展望と副次的効果＞

人毛に対して一定の染毛作用が認められたものの、社会システム構築部門が実施したWeb調査では、

消費者は天然素材に関心を持つが、その性能が十分でなければ既製品を選択する、という結果を得た。

また、ヒトに用いるには、アレルギーの懸念などの安全性の問題が指摘された。そこで、アレルゲンになり

得る粗酵素溶液を直接使うのではなく、これに含まれるポリフェノールの酵素酸化で生じるキノン体で染料
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を酸化重合し、染色率を高める方向に研究戦略を転換した。これに関しては、今後、キノン体の有効性に

ついて改良を進めていくとともに、実用化に向けて、協力企業と共同で性能と安全性の検証を進める。 
また、課題 3 では、毛根のメラニン産生能を向上させることが期待されるフラボン類を見出している。今

後、このような細胞レベルでのメラニン産生促進に基づく、白髪予防と合わせて、総合的な施策を推進す

る。外部評価で指摘された「実プロセス設計への移行」を加速するため、旧来の協力企業に加えて、新規

の協力企業とともに検討を進めている。  
 

【課題 2】 廃棄農産物エキスの免疫調節作用の評価 *2 （担当：山崎・橘田） 
＜目的＞ 

食餌成分が直接作用すると考えられる腸管免疫系の調節作用を農産物に見出すため、適切な評価系

を構築し、農産物エキスのスクリーニングにより有効成分の同定を行うことを目的とした。 

＜優れた成果があがった点＞ 
学外研究分担者の橘田の仲介で提供された大阪府産の農産物など 22 種から、食品用途での実用化を

考慮して、酸性・中性・アルカリ性条件下での熱水抽出およびエタノールによる溶媒抽出を行った。これら

のエキスを高付加価値物質探索グループの各研究員に提供するとともに、マウスパイエル板細胞にエキ

スを添加して培養し、その上清中の IgM および IgA 抗体産生量を ELISA 法で測定した。その結果、栗の

渋皮の熱水抽出エキスに顕著な IgM 産生誘導効果を見出し、各種感染症への感染予防に有効である可

能性が示された。また、農産物に一つでも多くの付加価値を付与するために、過剰な免疫応答を抑制する

抗炎症作用についても検討した。即ち、マウスマクロファージ様 Raw264 細胞を用い、大腸菌リポ多糖によ

る刺激で誘導される炎症反応を各種エキスが抑制できるかを調べた。その結果、発酵食品残渣の熱水抽

出エキスに強い抗炎症作用を見出した。 

＜課題となった点と対応および終了後の展望と副次的効果＞ 
当初、目的の活性を示す農産廃棄物あるいは食品残渣エキスは非常に少なかった。しかし、アイテムを

増やすことに加え、乾燥試料の粉砕条件や抽出溶媒などの抽出条件を検討するとともに、評価項目を追

加することにより、免疫賦活作用および抗炎症作用を示すエキスを数種取得できた。機能性食品あるいは

医薬品としての応用を目指すには、外部評価委員からの指摘もあった作用機序の解明が必須である。今

後は、発酵食品残渣の熱水抽出エキスに含まれる抗炎症作用をもたらす成分の同定と作用機序を解明す

るとともに、腸炎モデルあるいは慢性炎症と関わる肥満モデルを用いて in vivo での有効性を検討する。こ

れにより、特許化を進めるとともに、機能性食品あるいは医薬品としての実用化を目指す。 
 

【課題 3】 高付加価値成分の評価系の確立と天然物からの探索 *3 （担当：竹森・長岡・橘田） 
＜目的＞ 

農産物に含まれる生理活性成分で、機能性食品や化粧品（医薬部外品）などの素材になるものを探索

する評価系の構築と、実際の活性物質の同定を目的とした。 

＜優れた成果があがった点＞ 
メラニン産生制御、生活習慣病改善や創傷治癒活性などの高付加価値成分を探索するための評価系

を確立するとともに、実際にスクリーニングを行い、機能成分を同定し、活性発現機構を明らかにすること

ができた。また、マウスの SIK3 と呼ばれる酵素の活性抑制を指標に血糖値や血中コレステロール値を低

下させる成分の探索法を確立することができた。また、培養細胞を用いた創傷治癒活性評価法を確立し

た。クリの果皮から、美白効果が期待できるメラニン産生抑制物質を分離し、アカセチン（ポリフェノールの

一種）と同定した。また、白髪予防効果が期待できるメラニン産生促進物質が分離でき、創傷治癒活性を

合わせ持つことがわかった（プロシアニジン類と推定）。ワラビのプテロシン B に SIK3 抑制活性があり、糖

尿病モデルマウスの血糖値を低下させた。実用化の観点からは、本研究課題の成果の一つであるメラニ

ン産生促進作用を有するフラボン類を基に、中野製薬からフラボン誘導体を配合したヘアトニックが上市さ

れた。 

＜課題となった点と対応および終了後の展望と副次的効果＞ 
活性成分の多くは分離が極めて困難なポリフェノール画分にあるため、活性化合物の同定が難しい点

が課題となった。これについては、ポリフェノールの一部を化学変換してから分離し、それを元に戻す方法
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で成分同定を行うことで解決した。学術的な面においては、新規メラニン産生機構として、リン酸化酵素

SIK が関わる可能性を見出した。本研究課題を基にした特許は出願しており、その研究に関連した成果を

基に、商品が開発されている。継続して研究を進めることにより、更なる実用化案件が期待される。

外部評価で指摘を受けた「実プロセス設計への移行」については、有用な生理活性評価系を確立して製

薬や化粧品等の研究開発に貢献するとともに、その成果を基にした商品開発に結び付いている。毛髪の

酸化機構の研究から派生して、毛髪のダメージを軽減法に関して企業との共同研究にも発展しており、研

究期間終了後の展望として、その実用化を目指していく。

【課題 4】 高麗人参廃棄物からの有用物質の探索 *4 （担当：住吉）

＜目的＞

高麗人参は古来より利用されてきた薬用植物で、現在も有用成分を抽出したエキスが販売されている。

エキスを温水抽出した後のカスは廃棄されており、ここから水で抽出されにくい脂溶性の有効成分を探索

することを目的とした。

＜優れた成果があがった点＞

 温水抽出後の人参カス、および同様に廃棄される茎、葉を天日乾燥後、種々の有機溶媒で抽出したとこ

ろ、人参カスのヘキサン抽出エキスが抗がん活性を示した。すなわち、高麗人参カスに生理活性を示す残

存有用成分があることを見出した。

＜課題となった点と対応および終了後の展望と副次的効果＞

人参カスが大量に水分を含んでいたため、脂溶性の有機溶媒による抽出が困難であった。しかし、天日

乾燥により乾燥した人参カスをミキサーで破砕することにより効率的な抽出が可能となった。抽出エキスに

含まれる生理活性成分の探索を目指し、各種廃棄物を乾燥・破砕後に種々の有機溶媒抽出と分画によっ

て得たエキスの抗がん活性を網羅的に評価した。その結果、ヘキサン抽出画分に抗がん活性を見出し、こ

れに含まれる主要成分の質量分析による構造推定を行っている。また、抗がん作用以外の生理活性を見

出すべく、マウスのパイエル板細胞を用いた免疫機能調節活性のアッセイ系と、ムスカリン受容体を強制

発現させた CHO 細胞を用いた副交感神経活性化のアッセイ系（認知症治療薬につながる）を確立した。そ

の結果、温水抽出後の高麗人参カスに、抗がん作用を示す脂溶性の生理活性成分を見出した。今後はこ

れらの有用成分を活用するため、山本と協力して実用化可能な抽出方法を検討する。

【課題 5】 ポリフェノールの類の化学修飾による高機能化 *5 （担当：住吉）

＜目的＞

世界的な緑茶消費量の増加に伴い、使用済茶葉の廃棄量も増えており、その有効利用法の開発が求め

られている。緑茶に含まれるポリフェノール類であるカテキンは、抗菌、抗がん、抗成人病等の生理活性を

示すことに着目し、化学修飾によって高機能化して付加価値を高めることを目的とした。

＜優れた成果があがった点＞

(+)-catechin の 3 位水酸基を長鎖脂肪酸とエステル化して脂溶性を高めると、抗がんおよび抗菌活性を

示すことを見出しているが、従来法は低収率のため実用化は困難であった。そこで、反応条件を種々検討

し、非フェノール性の 3 位水酸基のみを選択的にエステル化する汎用性の高い合成方法を確立した。本法

を応用して炭素鎖長の異なる複数のエステル化カテキンを高収率で合成し、マクロファージ細胞株である

RAW264 株を用いてその抗炎症作用を評価した。LPS に誘発される炎症性サイトカインである IL-6 産生

は、得られたカテキン誘導体群によって濃度依存的に低下した。抗炎症作用は化学修飾前のカテキンに

比べて強く、脂溶性も向上していたことから、これらのカテキン誘導体は皮膚炎治療薬等への応用が期待

できる。

＜課題となった点と対応および終了後の展望と副次的効果＞

カテキンの計 7 個の水酸基の中で非フェノール性の 3 位水酸基のみをエステル化する合成法の確立が

課題であった。トリフルオロ酢酸存在下で酸クロリドと反応させる当初の合成方法では、分離困難な副生

成物が多数生成し、低収率であった。そこでフェノール性水酸基をベンジル保護することで副生成物の生

成を回避し、純度の高い目的物を高収率で得ることができた。事業化可能な合成法へとブラッシュアップす

るため、腐食性と毒性のあるトリフルオロ酢酸を用いない工程を検討した結果、結晶化とカラムクロマトグ
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ラフィーの組み合わせで、グラムスケールの合成工程を確立した。得られた緑茶カテキン誘導体は、抗炎

症作用を示したことから、化粧品や医薬品は高い利益が期待できる。一方、ヒトでの安全性の担保が大き

な課題であるが、これらの誘導体の原料は共に安全性が担保されているカテキンと脂肪酸であるため、比

較的毒性が低いことが期待できる。今後は膜透過性と抗炎症作用を指標として化合物を絞り込み、げっ歯

類の皮膚炎モデルで効果を検証する。抗炎症作用を示した化合物の特許を出願すると共に、今後は製薬

会社や化粧品会社への紹介を経て実用化できることを目指す。

【課題 6】 ノビレチンを含有する柑橘類外果皮の高付加価値化 *6 （担当：上里）

＜目的＞

非小細胞肺がん化学療法剤との併用効果、長寿遺伝子産物活性化作用、神経細胞死防御効果等につ

いて検討し、ノビレチンを含有する柑橘類果皮の機能性表示食品への応用することを目的とした。

＜優れた成果があがった点＞

柑橘類の外果皮に含まれるノビレチンを化学療法剤と併用すると、ヌードマウスに投与した試験では、

化学療法剤を低減しても高い抗腫瘍効果が得られた。一方、ノビレチンは、ラット大脳皮質由来初代神経

細胞に対し、低酸素低糖状態において神経細胞死防御効果を示した。この防御効果の一因として、ノビレ

チンによる長寿遺伝子産物（Sirtuin1 酵素）活性上昇効果があると考えられた。これらの結果から、ノビレ

チンを高含量で含む柑橘類外果皮を、高機能の付加価値を有する機能性表示食品として応用することが

期待できる。

＜課題となった点と対応および終了後の展望＞

柑橘類外果皮エキスの機能性表示食品への応用を目指し、他の類似機能性食品との効果やコストの比

較検討を行う。また、山本の協力を得て低コストの抽出方法を見出すとともに、機能性表示食品開発へ向

けて企業と協業する。 

【課題 7】 コーヒー粕からの過冷却促進物質とゲル化剤としてのマンナンの分離 *7 （担当：河原・片倉）

＜目的＞

大量に廃棄されているコーヒー粕から過冷却促進物質とマンナンを分離し、活性物質の構造決定を行う

とともに、その工業的製造方法を確立し、新規用途を開発することを目的とした。

＜優れた成果があがった点＞

コーヒー粕からの過冷却促進物質は、平成 26 年から新日本薬業㈱と共同研究を行っている。工業生産プロ

セスについて検討し、低コストで安定した品質のエキスを製造するプロセスを確立した。さらに、精密に分離する

と機能性が異なる画分が存在することも明らかにした。その活性成分の一つがカフェインであり、その濃度の影

響などを明らかにし、論文として報告した【★1】。

＜課題となった点と対応および終了後の展望と副次的効果＞

コーヒー豆およびコーヒー豆の焙煎条件によって、コーヒー粕からの過冷却促進物質の含量や活性が異

なることが課題であった。しかし、実際にコーヒー飲料メーカー4 社から提供されたコーヒー粕について検討

した結果、活性のばらつきは 20%を超えず実用化には問題ない範囲であった。このコーヒー粕エキスの大

部分は、コーヒーエキスとほぼ同じであり、すでにマウス経口急性毒性試験を行い、安全性についても検

討を始めている。この抽出残渣からマンナンを抽出した後の残渣についても、更にその残渣の新規用途と

してキャパシタ電池へ応用すべく、化学・物質工学科の石川正司教授と共同研究を進める。外部評価で作

用機序の解明の重要性を指摘されているが、これに関しては、コーヒーエキスには既知の過冷却促進以

外に、同活性を有する未知な化合物が含まれているので、その構造を決定し、その活性と構造との関係を

明らかにすることで対応した。

 また、食品開発展などの展示会に出展し、その効果により、多くの企業とサンプル提供契約（20 社以上）

を結び、エキスの評価も行った。平成 27 年に JST-START（大学発新産業創出プログラム）に応募し、最終

2 次審査まで残った。残念ながら採択には至らなかったが、この申請の担当ベンチャーキャピタルの方に

事業方向性の助言を得て、起業を決断し、平成 28 年 11 月に㈱KUREi を立ち上げた。その後、農水省

「『知』の集積と活用の場 産学官連携協議会」の研究開発プラットフォーム及び研究開発モデル事業の採

択を受けた。
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【課題 8】 エノキタケからの接着タンパク質エキスと不凍多糖の製造とその機能性 *8 （担当：河原）

＜目的＞

エノキタケから接着タンパク質と不凍多糖を抽出・精製する工業的生産プロセスを確立するとともに、こ

れらの構造および機能性を解析し、更なる展開を探ることを目的とした。

＜優れた成果があがった点＞

食品用途用の熱水抽出による工業的生産プロセスを構築し、得られた接着タンパク質は小麦粉などの

紛体以外にも、デンプン、セルロースなどの多糖類にも接着することを明らかにした。また、人毛にも接着

するため、染毛剤としての機能も期待できる。不凍多糖においては、アルミ板に塗布することによって、表

面にできた氷結晶の制御できることも明らかにした。さらに、不凍多糖は共同研究先の㈱カネカによって、

厚生労働省より一般飲食物添加物として認可された。この認可は、エキスの生産方法を確立できた成果で

あり、平成 26 年 10 月からサンプル出荷を開始した。接着タンパク質も工業的生産プロセスを確立し、平成

27 年 4 月から㈲一栄が販売を開始した。このエキスは、食して健康などに効果のある機能性食品素材で

はなく、食品などの物性に影響する素材である。そのエキスを利用した製品化については、らぽっぽベーカ

リー（白ハト食品工業㈱）が平成 27 年 5 月から、喉につまりにくい高齢者向けのパンとして「おいもぬくもり

パン」の販売を開始した。この抽出残渣からは食品用途以外の利用のための不凍多糖の調製ができ、そ

のエキスは多くの分野への利用の検討を始めている。この不凍多糖（食品用途以外）および接着タンパク

質エキスを製造・販売会社する㈱KUNAi を㈲一栄とともに起業した。

＜課題となった点と対応および終了後の展望と副次的効果＞

接着活性の品質評価法がなかったので、まずタンパク質のセルロースへの接着量を指標にして評価

法を確立した。食品用途における原料の表示は食品添加物ではなく「エノキ」とできる抽出法が課題と

なった。検討の結果、共同研究先で簡易な熱水抽出に成功し、その確立した評価法を用いて接着機能を

発揮できることを確認できた。この結果、このエキスは人が食しているエノキタケと同じ原料として扱える

ことになった。接着タンパク質の抽出後の残渣から、さらに不凍多糖を抽出できるが、これを着氷防止

コーティング剤に利用するため、平成 28 年 5 月に関西大学氷制御物質（不凍多糖・過冷却促進物質）化

成品コンソーシアムを設立した。そのメンバーには不凍多糖エキスを提供し、コンソーシアムメンバーには

その応用研究開発を依頼した。その結果は良好で、不凍多糖の更なる用途開発を目指した大型予算申

請の準備中である。接着タンパク質については、急性毒性経口試験の再試験の後、社会システム構築

部門と連携した商品設計により、グルテンフリー食品などさらなる商品化を目指す。

また、商品化においては関西大学商学部のテクコレス講義と連携した。この講義は技術シーズを基に

ビジネスプランを考えるもので、平成 26 年度に不凍多糖を技術シーズとして提供し、受講した学生から

11 の新商品のアイデアが提案された。そのアイデアの一つが、上述の「おいもぬくもりパン」である。接着

タンパク質エキスは、化粧品用途で約 10 社、食品用途で数社とサンプル提供契約を結び、用途について

検討中である。一方、食品用途以外での不凍多糖の利用については、㈲一栄が担当している。この用途

として、コーティング剤への利用が期待されており、平成 28 年 5 月に関西大学氷制御物質化成品コン

ソーシアム（企業 14 社）を立ち上げた。

《 抽出・分離プロセス開発グループ 》

【課題 9】 Hansen 溶解度パラメータを用いた有価成分抽出条件の設計 *9 （担当：山本）

＜目的＞

天然物からの有価成分の抽出効率を上げるための抽出溶媒の設計法を確立することを目的とした。

＜優れた成果があがった点＞

工業用の化学物質に限らず、天然物に含まれる様々な機能性物質に Hansen 溶解度パラメータ（HSP
値）の理論および分離技術を適用できることが明らかになった。実試料においても、和歌山県田辺市産ミカ

ンの種皮から d-リモネンを、兵庫県養父市産トウガラシ（ハバネロ）からカプサイシンを、同じく養父市産の

フルーツトマトからリコピンを、それぞれ効率的に抽出することができた。d-リモネンについては、同県の特

産物である梅の製造工程から廃棄される漬けた後の梅エキス（塩）と混合し、冷風乾燥により梅由来のク

エン酸が豊富なミカン塩を試作し、農業法人きてらが贈答用に試験販売を行っている。ハバネロから抽出

したカプサイシンは濃縮し、ドレッシングおよび焼き肉のたれとして製品化した。
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＜課題となった点と対応および終了後の展望と副次的効果＞

HSP 技術を食品に応用する場合、低コストで人体に悪影響を及ぼさない溶媒を選ぶ必要があるため、

溶媒の種類が限定されることが問題であった。許容される溶媒を混合することによって、様々な HSP 値を

もつ物質に対応でき、効率的に抽出できる混合比を HSP 理論によって設計できることを実証した。HSP 技

術は任意の天然物に応用できるので、例えば薬草、植物から薬効成分を抽出・濃縮するなど少量でも大き

な価値を生み出す成分に着目し、トータルの製造コストも考慮した抽出プロセスの構築に展開したい。

【課題 10】 ハバネロ・ジョロキア（唐辛子類）からのカプサイシンの分離と応用 *10 （担当：山本）

＜目的＞

ハバネロ等の辛味成分であるカプサイシンは食品添加物、防虫・防菌剤として期待されている。低コスト・

高効率の分離濃縮方法の確立し、これを用いた食品の製造販売を目指した。

＜優れた成果があがった点＞

兵庫県養父市（国家戦略農業特区）と関西大学との包括提携により、現地でハバネロとジョロキアを合

計で平成 26 年度は 500 kg、平成 27 年は 500 kg、平成 28 年は 700 kg栽培した。特注の蒸留装置を用

いた精製・濃縮技術を開発してカプサイシンを抽出し、吉井建設㈲、㈱マナと共同開発した「ハバネロ焼き

肉のたれ」、「ハバネロドレッシング」として生産、製造・販売を行った。さらに、提案する分離技術は、ラサ

工業㈱で肥料開発、日本エンバイロケミカルズ㈱、㈱プライスでは医薬品開発、化学品として製品開発を

行った。抽出したハバネロは害獣の駆除への応用を検討しており、濃度 0.240 g/100mL ethanol でも十分

な効果が得られることがわかった。

＜課題となった点と対応および終了後の展望＞

ハバネロエキスを添加したドレッシング、パスタソースを開発して上市した。さらなる売上向上のため、社

会システム構築部門の池内と連携して、パッケージとパンフレットのデザインを開発中である。（課題 15 参

照）外部評価委員からの指摘事項である「事業化」に十分に対応できたと考えている。上述の企業との製

品開発を継続するとともに、カプサイシンの用途開発を進める。

【課題 11】 柑橘類からの有価成分抽出技術をベースとした蜜柑塩の製造 *11 （担当：山本、大西）

＜目的＞

和歌山県産の蜜柑類の加工残渣（果皮）の有効利用を目的とした。

＜優れた成果があがった点＞

農業法人キテラから提供された柑橘類の果皮から、主要香気成分 d-リモネンの高効率抽出法を確立した。

＜課題となった点と対応および終了後の展望＞

得られたリモネンを発泡スチロール等の溶剤として用いるのは、コスト的に難しかった。そこで、大西の

コーディネートで、和歌山県産ミカン由来のリモネン、ビタミン類と同じく和歌山県産の梅干し製造工程から

廃棄される梅エキス（食塩）と混合し、凍結乾燥して柑橘風味の香塩「秋津野ソルト」を開発し、高評価を得

た。吸湿して固まることが課題として残ったので、ペースト状を検討することを含めて製品形態を改良し、和

歌山県の協力も得て商品化する予定である。

【課題 12】 溶解度パラメータを用いた有価成分抽出技術を利用した製品化 *12 （担当：山本）

＜目的＞

農産物あるいは農産廃棄物の有効利用と高付加価値化を検討することを目的とした。

＜優れた成果があがった点＞

醤油粕のイソフラボンをダイゼイン、ゲニズテインと同定し、これらを含む抽出液を乾燥し、食用醤油塩を

回収できた。兵庫県養父市産の山椒の粉末を製造する際、乾燥工程での加熱と酸化が劣化の主因と考

え、窒素気流下で冷風乾燥したところ、鮮やかな緑色を保った山椒紛体を得た。さらに、同養父市で生産さ

れているフルーツトマトの規格外商品（サイズ規格、損傷品）の有効利用の観点から、トマト由来のリコピン

の分離、濃縮する技術を開発した。
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＜課題となった点と対応および終了後の展望＞

従来法に比べて製造コストが高いが、それぞれブランド化によって対応する。外部評価委員からも指摘

があった製品化に取り組み、食用醤油塩は山六醤油㈱、大徳醤油㈱で、粉末山椒およびトマト由来のリコ

ピンの分離は養父市が運営する養父パートナーズで試作した。今後も研究を継続し、社会システム構築部

門と連携したパッケージデザイン開発等を行い、商品化する。 

《 残渣商品化プロセス開発グループ 》

【課題 13】 バナナの皮の有効利用法の開発 *13 （担当：林）

＜目的＞

食品加工工場から大量に廃棄されるバナナの皮を炭化し、調湿剤（湿度を調整する吸着剤）として利用

の他に、水溶液中のカドミウムの除去剤、硫化水素（悪臭成分）の除去剤としての利用について検討した。

＜優れた成果があがった点＞

バナナの皮炭化物は、一般的な木炭の数十倍の調湿能（高湿度で水蒸気を吸着、低湿度で水蒸気を脱

着できる能力）を有しており、それには、含まれる灰分（塩化カリウム、炭酸カリウム）が重要であることが

わかった。また、バナナの皮炭化物はカドミウムや硫化水素の吸着能を有し、これにも灰分が重要である

ことがわかった。特に後者は従来の硫化水素吸着材（特殊加工した活性炭）と同等の吸着能を有してい

た。これは、この炭化物が窒素を含むため水が吸着しやすく、硫化水素の除去を促進するためと考えられ

た。また、食品残渣のようにセルロース、ヘミセルロースを多く含むものは、塩化亜鉛賦活によって非常に

大きな比表面積を有する活性炭を製造できることを明らかにした。さらに、木チップを 800 ℃以上で炭化し

たものは、二酸化炭素とメタンの吸着速度の比が 30～180 倍あり、吸着速度差による省エネ分離が可能

と考えられた。また、800～900 ℃での炭化物はプロピレンは吸着するが、プロパンはほとんど吸着しな

かった。プロパンとプロピレンは沸点の差が非常に小さいために、蒸留分離には非常に多くの段数と多大

なエネルギーを要するが、省エネ精製プロセスの構築が期待できる。

＜課題となった点と対応および終了後の展望と副次的効果＞

現象論に加えて、作用機序を明らかにするよう外部評価委員から指摘があった。これまでの結果は、炭

化物中の灰分（特にカリウム）や窒素の関与を示唆しているので、セルロースに尿素、塩化カリウム、炭酸

カリウムを添加したモデル炭化物を用いて検証することにより、調湿能、硫化水素除去能、カドミウム除去

能の機構を明らかにする。また、塩化亜鉛賦活における温度の重要性を重量減少や分光分析などで検討

する。木チップ炭化物の分子ふるい能については、炭化物の細孔構造を解析し、分離対象の分子のサイ

ズ、形状との関係を明らかにした査読付き論文が掲載された【★2】。今後、吸着機構や除去機構を解明に

ついても論文を発表する予定である。

これらの炭化物、活性炭は粉末状であるため、実際に反応塔に充填するには成形する必要がある。今

後は、特性を維持した状態で成型する方法を検討する。また、原料となる抽出残渣を適切な前処理によっ

て改質することによって、さらに高機能な炭化物（活性炭）の製造について検討を進める。

【課題 14】 抽出残渣からのエタノール生産 *14 （担当：片倉）

＜目的＞

抽出残渣に含まれる炭水化物から効率よく低コストでエタノールを生産することを目的とした。

＜優れた成果があがった点＞

有用物質の抽出工程が確定しているアイテムはまだないので、白ハト食品㈱から提供されたサツマイモ

の加工残渣（端材）からの固体連続併行複発酵によるエタノール生産を検討し、アミラーゼにセルラーゼと

ペクチナーゼを併用することにより理論収率の 90%を達成した。セルロース性原料から効率よく生産する

ための基礎を検討するため、セルロースを主成分とするシュレッダーくず（細かく裁断されるので紙には再

生できない）からコストの感度解析をベースにして生産条件を検討した。その結果、50 ℃で予備糖化する

ことによって、収率を維持しつつ所要時間を短縮して生産コストを低減できることを明らかにした。さらに、こ

れらの成果をまとめ、今後論文として発表する。
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＜課題となった点と対応および終了後の展望＞

発酵に用いる酵母には、耐熱性、エタノール耐性、ペントース発酵能が求められるが、現時点でこれらを

兼ね備えた株は遺伝子組換え酵母のみであり、食品工場等では消費者感情を考慮すると使用できない。

そこで遺伝子の組換えではなく、交雑によって上述の特性をもつ酵母の育種をするため、次に述べる課題

15 を新設した。外部評価委員より実用化を急ぐよう指摘されたが、残渣がまだ得られていないため、古紙

回収企業との共同研究で、シュレッダーくずからのエタノール生産の実用化を検討しており、今後も継続する。

【課題 15】 バイオエタノール生産に適した非組換え酵母の育種 *15 （担当：片倉）

＜目的＞

地域分散型でエタノールを生産する際に遺伝子組換え酵母を用いると、カルタヘナ法で求められる拡散

防止措置を講じることは容易ではない。また、食品工場内では消費者感情から遺伝子組換え酵母は事実

上使用できない。そこで、エタノール耐性、耐熱性、ペントース発酵能をあわせもつ酵母を古典的な交雑に

よって育種した。 

＜優れた成果があがった点＞

Saccharomyces cerevisiae は発酵能やエタノール耐性の観点からエタノール生産に好適だが、耐熱性

が十分ではなくペントース発酵能を持たないとされている。エタノール濃度が高まっても生産速度が低下し

ない劣性の形質をもつ協会 6 号酵母（2 倍体）に、42 ℃で生育できる（6 つの遺伝子に支配される）一倍体

の酵母をレアメーティング法で 2 回交雑させ、4 倍体とした。これに胞子を形成させて減数分裂させ、その

中からスクリーニングすることにより、40 ℃でエタノール濃度が 5%以上になっても生産速度が低下しない

株を造成できた。これらの成果は、共同研究先企業と特許出願する予定である。ペントース発酵には 3 種

の酵素が必要で、165 株の S. cerevisiae について活性を測定したところ、うち 2 つは十分な活性をもつ株

があった。残り一つについても弱いながら活性をもつ株があったので、これらを交雑し 3 つの酵素活性をも

つ株を造成できた。

＜課題となった点と対応および終了後の展望＞

外部評価委員からの指摘があった実用化のため、食品加工会社等にヒアリングした結果、実用化には

遺伝子非組換え酵母の育種が事実上必須であることが分かったのでこの課題を新設した。ペントース発

酵の律速となる酵素の比活性が他の 2 つの酵素のそれに比べて最大でも数十分の 1 しかなかったので、

従来の育種においても実績のある紫外線等による変異処理によって比活性を向上させる。レアメーティン

グ法で 4 倍体化して胞子を形成させる方法は、遺伝子非組換えで劣性形質を付与できる新規な育種法で

あり、論文投稿を準備中である。

Ｂ. 社会システム構築部門

【課題 16】 製品イメージと消費者受容に関する心理学的研究 *16 （担当：池内）

本課題では、以下の 2 つの商品化に向けて、消費心理学的な視点から検討を行うことを主目的とした。まず、

バナナやサツマイモの皮の黒化反応を応用したヘアカラー（白髪染め）商品、すなわち天然素材を使用した染毛

剤の市場可能性を消費者の使用実態調査や意識調査を通して検討した（課題 1 と連携）。2 つ目は、ハバネロ

商品の魅力や知名度を高めるため、より誘目性の高いパッケージの探索的検討を行った（課題 10 と連携）。そ

して最終的には、苦情、クレームなどの消費者の声を反映した商品の提案を目指した。

＜優れた成果があがった点＞

 まず、「天然素材を使用した染毛剤の市場可能性」について質問紙調査を行ったところ、天然素材の持

つ利点と消費者の染毛剤に求めるニーズ（効果が長持ち等）に乖離はあるものの、その利点を生かしつ

つ、髪のダメージを気にするターゲット層に的を絞れば、ある程度の需要は見込まれることが見出された。

さらに、「感覚モダリティの相互作用」に関する実験を行った結果、香りの感覚的な印象によって化粧水の

使用感や嗜好が異なることや、色と香りの印象が不一致の場合、色の影響が大きく、視覚刺激に対する処

理が優先されること等が確かめられた。

また、「ハバネロ商品のパッケージデザインの探索的検討」においては、まず既存商品（ハバネロパスタ

ソース）の誘目性の程度を確認するため、アイトラッカー（視線計測装置）を用いて、目に留まりやすいかど

うか（初回到達時間）と注目されやすいかどうか（滞留時間）を測定した。その結果、競合商品 3 ブランドを

含む 4 商品の中では、到達時間が遅く、滞留時間も最も短いことが確かめられた。これは、既存商品の
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パッケージは陳列棚において誘目性が低いことを意味している。そこで本課題では、パッケージの誘目性

を高める施策の一方向として「擬人化」に注目し、擬人化商品の有効性に関する基礎的実験を行った。な

お、「擬人化商品」とは、人（生物）でないものを人（生物）に擬した表現が用いられた商品のことである。ま

た、擬人化に注目した理由は、人間は擬人化された物に対して感情移入（共感）するため、自ずとそうした

商品に魅かれることがこれまでの研究で明示されていることによる。しかし、消費者が擬人化商品に実際

に感情移入するか否かについては、半ば自明の理として扱われている。そこで本課題では、基礎的実験と

して擬人化商品への感情移入の有無（程度）について検討した結果、擬人化商品が破損された画像（例え

ば、パンダ饅頭が二つに割かれた画像）を見た際、最も感情移入および心理的抵抗感が高まり、しかもそ

の傾向は破損状態が酷くなるほど顕著になることが示唆された。これらの知見は、本プロジェクトの目的の

一つである「消費者心理を考慮した商品デザインの検討」に対し重要な示唆を与えるものであり、目的の

基礎は概ね達成されたといえる。 

＜課題となった点と対処および終了後の展望＞ 
 染毛剤に関しては、消費者のニーズを考慮すると製品開発段階からの修正が望ましい。また、感覚モダ

リティに関しては、視覚は嗅覚や触覚に比べて商品の印象形成に大きく影響することが示唆されたが、こ

れらの知見は実験素材を用いて得られた結果であるため、今後は、販売予定の製品を用いて最終的な検

討を行う。具体的には、誘目性の高いパッケージを提案するとともに、POP 広告や香りサンプルを設置す

るといった店頭での販売促進効果を検証する。ハバネロ商品に関しては、パッケージの大幅変更が望まし

く、その際、擬人化が一つの有益な方向となることが示唆された。しかし、本実験では、破損の有無にかか

わらず擬人化商品は非擬人化商品に比べて、感情移入が有意に強くなることも認められた。これは、個人

差要因に基づく生物性知覚の違いが反映された結果と考えられる。よって、今後はこの点を明らかにする

ためにも、モノへの感情移入を規定する個人差要因に着目し、さらなる検討を行う必要がある。 
また、外部評価委員の助言に従い、苦情やクレームに関するこれまでの研究知見を商品化に反映させる

予定である。例えば、消費者は外見から受ける「期待」に対し、実際の「成果（使用感）」が悪いほど、より大

きな不満を抱くことがわかっているが、こうした知見もパッケージや POP 広告の試作に活かしたい。今後

は、対象となる具体的な製品を絞り込み、これらの研究成果を試作品に順次反映させていく。 
終了後の展望については、最終的に現場実験を行う製品として現段階では上記の「ハバネロ・パスタ

ソース」が有力候補として挙がっている。本製品は、既にその前身は商品化されているものの、市場での

課題は多く残されている。 本製品がある程度の市場を獲得するまで、本課題で実施したような基礎的実

験を繰り返し行い、消費者の目線から販売のサポートをする予定である。他の製品（例えば上述の染毛剤

等）においても同様に、商品化が可能になった時点で、消費者テストを実施する。   
［プロジェクト全体］ 

上述のように各部門での成果をシンクロさせながら、地域で生産される農林水産資源から付加価値の

高い有用成分を発掘し、商品化するとともに、残渣もバイオマスとして有効活用する地域密着型バイオリ

ファイナリーの研究基盤の形成を行ってきた。各研究課題については、今後も実用化に向けて展開し、特

に、溶媒抽出理論の応用や不凍タンパク質・不凍多糖については、省庁を含めた複数の外部資金を得て

おり、平成 28 年 9 月に竣工した関西大学イノベーション創生センターを研究拠点として、ベンチャー企業を

立ち上げさらなる事業展開を続ける。 

＜今後期待される研究成果＞ 
高付加価値物質探索グループでは、免疫賦活活性、抗腫瘍活性、長寿遺伝子産物活性化活性、SIK3

抑制活性、メラニン産生制御活性などを評価する方法が確立できたので、今後は、安定供給できる農産副

生物の各種抽出物の評価を加速することができる。また、コーヒー粕、エノキタケ、ハバネロ、柑橘類、サツ

マイモなどから更なる製品化が期待できる。 
 抽出・分離プロセス開発グループが確立した Hansen 溶解度パラメータを用いた有価成分抽出条件の設

計理論は、天然物からの有用物質抽出以外にも、化粧品の相溶性改善、吸収率の高い医薬品の開発、

相溶性を制御した材料の開発などへの応用が期待され、いくつかの共同研究が始まっている。 
 残渣商品化プロセス開発グループは、バナナの炭化物に非常に高い調湿能、硫化水素吸着能を見出し

ており、バナナの皮を排出する食品会社との共同研究を開始している。 
社会システム構築部門は、農産廃棄物試料の収集、染毛剤の研究戦略決定、養父市との連携協定締
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結、柑橘類残渣の高付加価値化における地元企業と自治体との連携などに重要な役割を果たした。今後

も研究部門の成果の製品化へのけん引役となる。また、企業との連携のきっかけを作る機会、その後の情

報交換、秘密保持契約・知財権・試作費等の経費負担割合の交渉などに関するノウハウについて文書化

し、今後のプロジェクトの研究活動にフィードバックする。ただし、連携した企業とは個々に秘密保持契約を

結んでいるため、どのような形で公開できるかが今後の検討課題である。

＜研究成果の副次的効果＞

過冷却促進物質を現存の臓器保存液に添加した場合、-7℃付近でも不凍に保つことができる。この機

能を利用すれば移植時の臓器の長期保存が可能になる。この保存液は、iPS 細胞から分化させた組織な

どの保存にも応用できると期待されている。臓器やヒト細胞以外にも、乳酸菌など凍結障害が大きい微生

物の保存に応用できる。さらに、圃場に過冷却促進物質を散布することによって、果実などの氷温輸送へ

の応用も期待できる。また、コーヒーマンナンのキャパシタ電池への応用は、学術的・産業的にこれまでに

ない成果が期待できる。

＜自己評価の実施結果と対応状況＞

毎年 1 月に関西大学先端科学技術推進機構が主催する公開シンポジウムで成果と進捗状況を報告す

るとともに、メンバー全員での議論を通じて自己評価を行った。また、3 年目と 5 年目に学内の研究推進委

員会外部資金審査・評価部会による内部評価を受けた。

3 年目の内部評価では、概ね良好な評価を得たが、学術的価値がわかりにくいという指摘があったた

め、学会発表と論文執筆を計画的に行うよう留意した。また、実用化に係る部分が報告書で読み取れない

との指摘があったため、応用・製品化研究については特許出願数、製品化を前提にした企業との共同研

究件数、外部資金獲得件数、製品化された件数を客観的な成果として評価した。また、論文の発表に先駆

けて上市を優先した成果もあり、上市も成果とした。その結果、表 1 に示したように、基礎および応用・製品

化の何れの研究課題においても、客観的に評価できる研究成果を上げることができた。 ［参考資料 1-1］

5 年目の内部評価では、理論的背景が不明確な部分があるとの指摘があったため、準備中の論文投稿

を急いだ。また、健康機能性を謳う場合に食品衛生法や機能性表示食品制度との整合性に配慮をとの指

摘があり、表現を改めた。また、論文と成果の対応がわかりにくいとの指摘も受けた。本報告書では特にこ

の点を考慮して、指摘に対する改善点とともに成果を記載した。 ［参考資料 1-2］

＜外部（第三者）評価の実施結果及び対応状況＞

外部評価については、まず、プロジェクト発足時に 3 名の委員を選定し、キックオフセミナーの際に研究

計画に対する助言を得た。また、3 年目と 5 年目に外部評価を実施し、評価内容については、メンバー全

員で共有し、それぞれの研究にフィードバックさせた。

平成 27 年 7 月に行った中間外部評価［参考資料 2-1］では、社会システム構築部門を設けたことが高

く評価され、モンスター化する消費者への対応の研究は特に高く評価されたので、この方向の研究を充実

させた。外部評価委員からの指摘事項である「製品化」に対しては、ハバネロ、エノキタケ、コーヒー粕に

ついて開発を進め、特に、エノキタケ、コーヒー粕については大きな売り上げが期待できる成果が上がっ

ている。また、機能性表示食品とする場合、エビデンスとなる査読付き論文の充実が必須であるとの指摘

があり、以降は作用機序の解析を充実させ、論文発表（コーヒー粕エキス由来過冷却促進物質）も行った

【★3】。コーヒー粕エキスおよび食品用途用のコーヒーエキスは、機能性表示食品としての添加物ではな

く、物性を安定化させる素材であるが、一般飲食物添加物としての認可のため検討も進めている。エノキ

タケ由来接着タンパク質については、そのタンパク質の構造を解析中であり、構造がわかり次第、論文発

表する予定である。平成 29 年 5 月の最終外部評価［参考資料2-2］では、「いまだ出口が見えない」との

指摘があり、本成果報告書では成果が読み取りやすく、わかりやすい記述とした。また、医薬・健康補助

食品を志向した開発については、助言通り、今後もエビデンスベースの研究を充実させる。採算性につい

ては、共同研究先との守秘義務の範囲内で検証結果を公表したい（コーヒーエキス；新日本薬業㈱、接着

タンパク質；㈲一栄、KUNAi㈱）。

また、本プロジェクトの成果については、平成 29 年 9 月 1 日に最終報告会として、「地域密着型バイオリ

ファイナリーユニットシンポジウム 2017」を関西大学 100 周年記念会館で開催し、53 名の出席者を得てメ

ンバー全員の成果を報告した［参考資料 5］。出席した外部評価委員からは、今後の進展に対する期待と、

社会実装のための更なる努力を求めるコメントを頂いた。
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the gluconeogenic programs in mouse hepatocytes, Journal of Biological Chemistry, 290, 
17879-17893 (2015). ［査読有］
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Suzuki, S. Adachi, H. Ryo, A. Kohara, L. P. Tripathi, M. Sanosaka, T. Fukushima, H. Takahashi, 
K. Kitagawa, Y. Nagaoka, H. Kawahara, K. Mizuguchi, T. Nomura, J. Matsuda, T. Tabata, H. 
Takemori, Altered actions of memantine and NMDA-induced currents in a new Grid2-deleted 
mouse line, Genes, 5, 1095-1114 (2014). ［査読有］

(6) I. Horibe, Y. Satoh, Y. Shiota, A. Kumagai, N. Horike, H. Takemori, S. Uesato, S. Sugie, K. 
Obata, H. Kawahara, Y. Nagaoka, Induction of melanogenesis by 4’-O-methylated flavonoids in 
B16F10 melanoma cells, Journal of Natural Medicine, 67, 705-710 (2013). ［査読有］【★】

【課題 5】 ポリフェノール類の化学修飾による高機能化 （*5 に対応する成果は以下の 1 件である）

(1) Y. Yamai, A. Tanaka, T. Yajima, K. Ishida, I. Natsutani, S. Uesato, Y. Nagaoka, T. Sumiyoshi, 
Synthesis of substituted t-butyl 3-alkyl-oxindole-3-carboxylates from di-t-butyl(2-nitorophenyl)
malonates, Heterocyles, in press. [DOI: 10.3987/COM-17-S(T)2] ［査読有］

【課題 6】 ノビレチンを含有する柑橘類外果皮の高付加価値化 （*6 に対応する成果は以下の 3 件である）

(1) S. Uesato, Y. Matsuura, S. Matsue, T. Sumiyoshi, Y. Hirata, S. Takemoto, Y. Kawaratani, Y. 
Yamai, K. Ishida, T. Sasaki, M. Enari, Discovery of new low-molecular-weight p53-Mdmx 
disruptors and their anti-cancer activities, Bioorg. Med. Chem., 24, 1919-1926 (2016). ［査読有］

(2) Y. Kawaratani, T. Matsuoka, Y. Hirata, N. Fukata, Y. Nagaoka, S. Uesato, Influence of the 
carbamate fungicide benomyl on the gene expression and activity of aromatase in the human 
breast carcinoma cell line MCF-7, Environmental Toxicology and Pharmacology, 39, 292-299 
(2015). ［査読有］

(3) S. Uesato, H. Yamashita, R. Maeda, Y. Hirata, M. Yamamoto, S. Matsue, Y. Nagaoka, M. 
Shibano, M. Taniguchi, K. Baba, J. Motoharu, Synergistic antitumor effect of a combination of 
paclitaxel and carboplatin with nobiletin from Citrus depressa on non-small-cell lung cancer cell 
lines, Planta Medica, 80, 452-457 (2014). ［査読有］ 【★】

【課題 7】 コーヒー粕からの過冷却促進物質とゲル化剤としてのマンナンの分離 （*7 に対する成果は以

下の 2 件である）

(1) E. Tagawa, H. Kawahara, Anti-Ice Nucleation Activities of Adenine and Poly-A Nucleotides, 
Biocontrol Science, 22(4), 233-237 (2017). 【★3】
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(2) H. Kawahara, E. Tagawa, C. Watanabe, J. Hamada, S. Hamada, Characterization of Anti-Ice 
Nucleation Activity of the Extract from Coffee Refuse, Biocontrol Science, 22(4), 205-211 
(2017). ［査読有］ 【★1, 3】 

【課題 8】 エノキタケからの接着タンパク質エキスと不凍多糖の製造とその機能性 （*8 に対する成果は

以下の 1 件である） 
(1) H. Kawahara, Y. Matsuda, T. Sakaguchi, N. Arai, Y. Koide, Antifreeze activity of xylomannan 

from the mycelium and fruit body of Flammulina velutipes, Biocontrol Science, 21, 153-159 
(2016). ［査読有］ 【★】 

【課題 9】 Hansen 溶解度パラメータを用いた有価成分抽出条件の設計 （*9 に対応する成果は以下の 1
件である） 
(1) T. Sato, Y. Hamada, M. Sumikawa, S. Araki, H. Yamamoto, Solubility of oxygen in organic 

solvents and calculation of the Hansen solubility parameters of oxygen, Industrial & 
Engineering Chemistry Research, 53, 19331-19337 (2014). ［査読有］ 

【課題 13】 バナナの皮の有効利用法の開発 （*13 に対応する成果は以下の 1 件である） 
(1) 林順一, バイオマスを原料とした分子篩炭素(MSC)の製造, 化学工学論文集, 43(4), 219-223 

(2017). 【★2】 

【課題 14】 抽出残渣からのエタノール生産 （*14 に対応する成果は以下の 1 件である） 
(1) 片倉啓雄, 研究に必要な生産コストの知識, 生物工学会誌, 93(11), 687-692 (2014).［査読無］【★】 

【課題 16】 製品イメージと消費者受容に関する心理学的研究 （*16 に対応する成果は以下の 4 件である）

(1) 池内裕美, モノを溜め込む心理：誰が, 何を, なぜ溜め込むのか？, 廃棄物資源循環学会誌, 
28(3), 186-193 (2017). ［査読無］ 

(2) 池内裕美, 藤原武弘, 感情労働としての苦情対応が精神的健康に及ぼす影響：主観的ストレスと職

務満足感に焦点を当てて, 関西学院大学社会学部紀要, 120, 39-51 (2015). ［査読無］ 
(3) 池内裕美, 人はなぜモノを溜め込むのか：ホーディング傾向尺度の作成とアニミズムとの関連性の検
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【課題 7】 コーヒー粕からの過冷却促進物質とゲル化剤としてのマンナンの分離 （*7 に対応する成果は

以下の 2 件である）

(1) 河原秀久, 片倉啓雄, 長岡康夫, 特願 2013-169606, 「過冷却促進剤、過冷却促進剤の製造方

法、抗凝固性組成物、及び、抗凝固性組成物の製造方法」, 2013 年 8 月 19 日出願. 
(2) 河原秀久, 片倉啓雄, 特願 2013-010967, 特許第 6055683 号, 「界面活性剤及び界面活性剤の

製造方法」, 2013 年 1 月 24 日出願. 

【課題 8】 エノキタケからの接着タンパク質エキスと不凍多糖の製造とその機能性 (*8 に対応する成果は

以下の 1 件である）

(1) 河原秀久, 小出芳栄, PCT/JP2013/063296,「エノキタケ抽出物の製造方法および食品添加剤」, 
2013 年 5 月 13 日出願. 

《 新聞報道 》

【プロジェクト全体について】

(1) 片倉啓雄, 山本秀樹, 河原秀久, 上里新一, 林順一, 「6 次産業化へ PJ 研究 連携で地域資源活

用目指す」, 食品科学新聞, 2014 年 1 月 16 日付. 
(2) 片倉啓雄, 大西正曹, 「傷もの果実 食品・燃料に 関大が活用研究」, 朝日新聞, 2013 年 10 月 26

日付.  
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【課題 8】 エノキタケからの接着タンパク質エキスと不凍多糖の製造とその機能性 （*8に対応する成果は

以下の 7 件である）

(1)   「高齢者向け しっとり『おいもぬくもりパン』産学連携でパン開発」, 大阪日日新聞, 2015年6月2日付.
(2) 河原秀久, 「接着タンパク質量産 一栄、関大と エノキタケ原料に」, 日本経済新聞, 2015 年 1 月 19

日付. 
(3) 河原秀久, 「不凍多糖の量産に成功 関西大学河原教授 エノキから抽出 耐熱耐酸の改良剤として

発売」, 食品化学新聞, 2014 年 10 月 9 日付. 
(4) 河原秀久,「解凍後もおいしさそのまま エノキから抽出『不凍多糖』 カネカと関大」, 産経新聞, 2014

年 10 月 3 日付.  
(5) 河原秀久, 「エノキタケで冷凍美味 カネカ・関大 成分量産化」, 読売新聞, 2014 年 10 月 3 日付. 
(6) 河原秀久, 「エノキタケ由来不凍多糖 カネカ量産化に成功」, 日刊工業新聞, 2014 年 10 月 3 日付. 
(7) 河原秀久, 「冷食の品質保つ添加材 カネカ、関西大などと開発 揚げ物・乳製品にも効果」, 日経産

業新聞, 2014 年 10 月 3 日付.  

【課題 10】 ハバネロ・ジョロキア（唐辛子類）からのカプサイシンの分離と応用 （*10 に対応する成果は以

下の 2 件である）

(1) 山本秀樹, 「養父市と関大、連携協定 教育・農業特区・・・協力へ」, 朝日新聞, 2014年 8月 5日付.
(2) 山本秀樹, ハバネロ パスタ・焼肉ソース」, 朝日新聞, 2013 年 11 月 5 日付.  

【課題 11】 柑橘類からの有価成分抽出技術をベースとした蜜柑塩の製造 （*11 に対応する成果は以下

の 2 件である）

(1) 「ミカンと梅酢原料の塩 サンプル品完成」, 紀伊民報, 2016 年 2 月 8 日付.  
(2) 山本秀樹,「ミカンの香する塩 商品化へ『きてら』と関大が開発」, 紀伊民報, 2015 年 8 月 18 日付. 

【課題 14】 抽出残渣からのエタノール生産 （*14 に対応する成果は以下の 1 件である）

(1)  片倉啓雄,「古紙や間伐材からバイオ燃料 酵母使い低コスト生産 関大や阪大」, 日本経済新聞, 
2015 年 6 月 1 日付.  

【課題16】 製品イメージと消費者受容に関する心理学的研究 （*16に対応する成果は以下の4 件である）

(1) 池内裕美, 「悪質クレーマーへの対処法」, インタビュー＆コメント, 読売新聞 ONLINE「深読みチャ

ンネル」, 2017 年 12 月 22 日配信. 
(2) 池内裕美, 「車掌飛び降り 広がる同情論：モンスター生むクレーム社会」, 朝日新聞, 2016 年 11 月

11 日付朝刊 35 面. 
(3) 池内裕美, 「土鍋も AIBO も供養します 愛着の対象多様に」, 朝日新聞（名古屋版）, 2016 年 11 月

7 日付夕刊 8 面. 
(4) 池内裕美, 「『物欲』と上手に付き合う」, 中日新聞・東京新聞, 2015 年 9 月 5 日付夕刊 4 面. 

《 雑誌記事 》

【課題 13】 バナナの皮の有効利用法の開発 （*13 に対応する成果は以下の 1 件である）

(1)  林順一, バナナの皮の炭化物が持つ優れた調湿機能 灰成分が水蒸気を吸着、硫化水素の除去

も, コンバーテック, 538(46), 34-36 (2018.1) 

【課題 7】 コーヒー粕からの過冷却促進物質とゲル化剤としてのマンナンの分離 （*7 に対応する成果は

以下の 4 件である）

(1) 河原秀久, 「『凍らない」技術を研究 関西大の河原教授 風味長く保つ」, 冷食タイムス, 2016年10
月 25 日付. 

(2) 河原秀久, 「氷結晶の制御技術活用 関西大、VB2 社設立」, 日刊工業新聞, 2016 年 10 月 20 日付.
(3) 河原秀久, 「過冷却促進物質を実用化」, 食品化学新聞, 2016 年 10 月 20 日付. 
(4) 河原秀久, 「関大開発の『氷結晶制御技術』ベンチャーが活動開始」, 大阪日日新聞, 2016 年 10 月

13 日付. 

【課題16】 製品イメージと消費者受容に関する心理学的研究 （*16に対応する成果は以下の5 件である）

(1) 池内裕美, 社会問題化する「悪質クレーマー」心理の特徴と社会的な背景, 情報労連レポート, 8-9, 
(2017.7).  

(2) 池内裕美, クレーマーの心理, 関西消費者協会「消費者情報」, 4-5 (2014.12). 
(3) 池内裕美, 「ド底辺クレーマー」がサービス産業を滅ぼす, 週間 SPA！, 扶桑社, 33 (2014.6). （コ

メント）
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(4) 池内裕美, 「明日ママ」スポンサー8 社全面撤退と「見えない敵」の破壊力, サンデー毎日, 毎日新

聞社, 26-27 (2014.2). 
(5) 苦情行動の心理学：消費者がモンスターと化す瞬間, 消費者法ニュース, 94, 30-31 

(2013.1). 
 
《 TV 報道 》 
【課題 7】 コーヒー粕からの過冷却促進物質とゲル化剤としてのマンナンの分離 （*7 に対応する成果は

以下の 2 件である） 
(1) テレビ東京 ガイアの夜明け，「食の常識を変える！凍らせてナゼうまい」, 2016 年 10 月 18 日放映. 
(2) NHK サキどり  ,↑ 「野菜を世界に連れてって！“鮮度保持技術”」, 2016 年 2 月 14 日放映. 

【課題 8】 エノキタケからの接着タンパク質エキスと不凍多糖の製造とその機能性 （*8 に対応する成果は

以下の 5 件である） 
(1) BS-フジ「革命のイズム」, 「凍らせない技術ってなんだ？」, 2015 年 10 月 30 日放映.  
(2) 読売テレビ「かんさい情報ネット ten」, 若一調査隊「産学連携食品」介護食パン, 2015 年 7 月 29 日

放映. 
(3) TBS 夢の扉＋, 「自然の力で冷凍の常識を変える」, 2015 年 6 月 21 日放映. 
(4) TBS 系列「ひるおび」, 「飲み込みやすいパン」, 2015 年 5 月 13 日放映.  
(5) テレビ東京「NEWS アンサー」, 「おいしいパンの秘密」, 2015 年 5 月 12 日放映. 

【課題 16】 製品イメージと消費者受容に関する心理学的研究 （*16 に対応する成果は以下の 8 件である）

(1) 池内裕美, 「もう限界！悪質クレーム お客様は神様？それとも…」, NHK「週刊ニュース深読み」ス

タジオ出演, 2017 年 12 月 2 日放映. 
(2) 池内裕美, 「《パネル》悪質クレーム」, テレビ朝日「グッドモーニング」, インタビュー＆コメント, 2017

年 11 月 22 日放映. 
(3) 池内裕美, 「流通クレーム流通業で働く人の 7 割が経験 初の実態調査」, NHK ニュース（「ニュー

スウォッチ9」 ほか）出演, 2017 年 11 月 9 日放映. 
(4) 池内裕美, 「スーパーに“ついつい行っちゃう”カラクリ」, 読売テレビ「かんさい情報ネットten.」出演, 

2017 年 9 月 1 日放映. 
(5) 池内裕美, 「不寛容社会の果てに」, 毎日放送「VOICE」, スタジオ出演, 2016 年 12 月 27 日放映.
(6) 池内裕美, 「消費者行動 ついつい買いたくなる心理効果とは」 読売テレビ「かんさい情報ネット

ten.」, VTR 出演, 2016 年 6 月 17 日放映. 
(7) 池内裕美, 「日本はクレーム社会その背景」, 関西テレビ「ゆうがた LIVE ワンダー」VTR 出演, 

2016 年 1 月 8 日放映.  
(8) 池内裕美, 「クレーム特集」, 読売テレビ「かんさい情報ネット ten.」, VTR 出演, 2015 年 1 月放映. 

《 講演 》 
【課題 16】 製品イメージと消費者受容に関する心理学的研究 （*16 に対応する成果は以下の 39 件である）

(1) 池内裕美, 苦情行動者の心理と対応時の注意点：理不尽な利用者に立ち向かうには, 介護老人保

健施設友々苑研修会, 京都 (2017.12).  
(2) 池内裕美, 苦情の心理学：苦情コミュニケーションの現状と課題, 平成 29 年度地方消費者行政担

い手育成事業：第 2 回全道研修（高度専門）, 北海道 (2017.11).  
(3) 池内裕美, 苦情コミュニケーションの現状と課題～複雑・多様化する苦情と疲弊する対応者, 平成

29 年度第 2 回福祉サービスに関する苦情解決セミナー, 兵庫 (2017.11).  
(4) 池内裕美, 苦情行動者の心理とコミュニケーション時の注意点, 鹿児島県消費者行政推進室：第一

回消費生活相談員等研修会, 鹿児島 (2017.8).   
(5) 池内裕美, 「苦情コミュニケーション」の理論と実践, テックデザイン講習会「苦情行動の心理メカニ

ズムとネット炎上対策」, 東京 (2017.7).  
(6) 池内裕美, 苦情対応の現状と課題：利用者とより良き関係性を構築するために, 平成 29 年度乙訓

若竹苑職員研修会, 京都 (2017.7).   
(7) 池内裕美, 苦情コミュニケーションの現状と課題～理不尽な相談者（利用者）に立ち向かうには, 平

成 29 年度須磨区自立支援協議会講演会, 兵庫 (2017.5). 
(8) 池内裕美, 苦情コミュニケーションの現状と課題 第一部：理不尽な消費者に対応するには 第二

部：対応者の苦悩と望ましい組織体制, モリト株式会社研修会, 大阪 (2017.3). 
(9) 池内裕美, 対応困難な相談者の心理とは：相手を理解する（第 3 回）, 独立行政法人国民生活セン

池内裕美, 
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ター, 徳島 (2017.1). 
(10) 池内裕美, 困った当事者に対応するために：苦情行動の心理学, 大阪弁護士会第3回公正フォーラ

ム, 大阪 (2017.1). 
(11) 池内裕美, モノの死を悼む心：アニミズム的思考と多様化するモノ供養, 追手門学院大学心理学部

2016 年度心理学科講演会, 大阪 (2016.12). 
(12) 池内裕美, 対応困難な相談者の心理とは：相手を理解する（第 2 回）, 独立行政法人国民生活セン

ター, 神奈川 (2016.12). 
(13) 池内裕美, 対応困難な相談者の心理とは：相手を理解する（第 1 回）, 独立行政法人国民生活セン

ター, 神奈川 (2016.11). 
(14) 池内裕美, 理不尽な苦情に対する対応の現状と課題：利用者とより良き関係性を構築するために, 

京都府福祉サービス運営適正化委員会, 京都 (2016.11). 
(15) 池内裕美, 苦情解決の現状と課題：複雑・多様化する苦情と疲弊する対応者, 社会福祉法人豊中

市社会福祉協議会, 大阪 (2016.11). 
(16) 池内裕美, 苦情解決の現状と課題：複雑・多様化する苦情と疲弊する対応者, 兵庫県社会福祉協

議会・兵庫県福祉サービス運営適正化委員会, 兵庫 (2016.11). 
(17) 池内裕美, モノの死を悼む心：日本人のアニミズム的思考とモノ供養, 日本パーソナリティ心理学会第

25 回大会シンポジウム「文化とパーソナリティ―心理学の枠を越えて―」（話題提供）, 大阪 (2016.9). 
(18) 池内裕美, 法人営業における苦情・クレームの対処について, 株式会社ジーエークロッシング研修

会, 兵庫 (2016.2). 
(19) 池内裕美, 苦情解決の現状と課題：モンスター化する利用者等と疲弊する対応者, 社会福祉法人

大阪府社会福祉協議会 平成 27 年度 福祉サービス苦情解決研修会, 大阪 (2016.2). 
(20) 池内裕美, 苦情コミュニケーションの現状と課題：モンスター化する消費者と疲弊する対応者, 北海

道損害保険代理業協会「公開講座」, 北海道 (2016.1). 
(21) 池内裕美, 苦情コミュニケーションの現状と課題：モンスター化する消費者と疲弊する対応者, パナ

ソニック株式会社第 3 回消費者関連情報連絡会, 大阪 (2015.12). 
(22) 池内裕美, 衝動買いはなぜ起きるのか：ココロを動かす店舗のしかけ, 追手門学院大学「心理学総

合科目 2」講演会, 大阪 (2015.12). 
(23) 池内裕美, 苦情コミュニケーションの現状と課題：苦情が起こる社会現象の構造とその対応につい

て, ＵＡゼンセン研修会, 東京 (2015.10). 
(24) 池内裕美, サービス・マーケティングと顧客対応：感情労働者としての顧客対応に関する学問的視

点とは？, 美容室経営学研究会, 大阪 (2015.9). 
(25) 池内裕美, 苦情行動の心理学：モンスター化する消費者と疲弊する対応者, 公益社団法人全国消

費生活相談員協会平成 27 年度交流会, 北海道 (2015.8). 
(26) 池内裕美, モンスター化する消費者たち：感情労働としての苦情対応, 日本菓子 BB 協会主催講演

会, 兵庫 (2015.7). 
(27) 池内裕美, モンスター化する消費者たち：感情労働としての苦情対応, 日本菓子 BB 協会主催講演

会, 東京 (2015.7). 
(28) 池内裕美, 人はなぜモノを溜め込むのか：ホーディングの実態と心理的背景, 神戸学院大学人文学

部学術講演会, 兵庫 (2015.1). 
(29) 池内裕美, 衝動買いはなぜ起きるのか：ココロを動かす店舗のしかけ, 追手門学院大学「心理学総

合科目 2」講演会, 大阪 (2014.12). 
(30) 池内裕美, モンスター化する消費者たち：感情労働としての苦情対応, 経営技術コンサルタント協

会, 大阪 (2014.11). 
(31) 池内裕美, モンスター化する消費者たち：感情労働としての苦情対応, ACAP 事例研究会, 大阪

(2014.10). 
(32) 池内裕美, モンスター化する消費者たち：感情労働としての苦情対応, 福祉連携協議会 2 周年記念

会, 兵庫 (2014.10). 
(33) 池内裕美, 人はなぜモノを溜め込むのか：ホーディングの実態と心理的背景, 奈良大学学術講演

会, 奈良 (2014.7). 
(34) 池内裕美, ゴミか、タカラか：ホーディング（溜め込み）の実態と心理的背景, 関西社会心理学研究

会, 大阪 (2014.5). 
(35) 池内裕美, 人はなぜモノを溜め込むのか：ホーディングの実態と心理的背景, S 研（社会心理学研究

会）, 東京 (2014.3). 
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(36) 池内裕美, モンスター化する消費者たち：感情労働としての苦情対応, はりま産学交流会, 兵庫

(2013.11). 
(37) 池内裕美, 苦情コミュニケーションの現状と課題：望ましい企業体制と消費者像, 第 29 回産業・組

織心理学会大会公開シンポジウム（消費者と企業のより良い関係性の構築を目指して：社会心理学

からの提言）, 京都 (2013.9). 
(38) 池内裕美, 成功事例に学ぶ！マーケティングの基礎講座, 株式会社近鉄ホテルシステムズ研修会,

京都 (2013.8). 
(39) 池内裕美, 相談業務の現状と課題：訴える相談者と疲弊する対応者, 株式会社近鉄ホテルシステ

ムズ研修会, 兵庫 (2013.5). 

《 ワークショップ 》

【課題16】 製品イメージと消費者受容に関する心理学的研究 （*16に対応する成果は以下の5 件である）

(1) 秋山学, 池内裕美, 視線追跡(eye tracking)技法利用の可能性：消費者行動研究を通して考える（企

画）, 日本社会心理学会第 58 回大会, WS-8, 広島 (2017.10). 
(2) 池内裕美, 秋山学, 前田洋光, 社会心理学における「産学連携活動の意義」を問い直す（企画・話題

提供）, 日本社会心理学会第 57 回大会, 兵庫 (2016.9). 
(3) 秋山学, 池内裕美, 前田洋光,  消費者行動における「時間」を問い直す（企画）, 日本社会心理学会

第 56 回大会, 東京 (2015.11). 
(4) 秋山学, 池内裕美, 前田洋光, 消費者の「触覚」を改めて問い直す（企画）, 日本社会心理学会第 55

回大会, 北海道 (2014.9). 
(5) 秋山学, 池内裕美, 前田洋光, 消費の病理を問い直す：望まざる消費行動の心理的メカニズムを探

る, 日本社会心理学会第 54 回大会, 沖縄 (2013.11). 

《 報告書・解説等 》

【プロジェクト全体について】［参考資料 3］
(1) 片倉啓雄, 河原秀久, 山本秀樹, 長岡康夫, 林順一, 池内裕美, 住吉孝明, 山崎思乃, 橘田浩二, 

地域資源の高度利用を図るバイオリファイナリーの基盤形成とその実用化 , 技苑, 144, 55-76 
(2017). 

(2) 片倉啓雄, 河原秀久, 山本秀樹, 長岡康夫, 上里新一, 大西正曹, 林順一, 池内裕美, 住吉孝明, 
山崎思乃, 橘田浩二, 地域資源の高度利用を図るバイオリファイナリーの基盤形成とその実用化, 
技苑, 142, 67-86 (2016). 

(3) 片倉啓雄, 河原秀久, 山本秀樹, 長岡康夫, 上里新一, 大西正曹, 林順一, 池内裕美, 住吉孝明, 
山崎思乃, 竹森洋, 橘田浩二, 地域資源の高度利用を図るバイオリファイナリーの基盤形成とその

実用化, 技苑, 140, 95-118 (2015). 
(4) 片倉啓雄, 上里新一, 長岡康夫, 河原秀久, 大西正曹, 池内裕美, 山本秀樹, 林順一, 竹森洋, 橘

田浩二, 地域資源の高度利用を図るバイオリファイナリーの基盤形成とその実用化, 技苑, 138, 
79-88 (2014). 

【課題 10】 ハバネロ・ジョロキア（唐辛子類）からのカプサイシンの分離と応用 （*10 に対応する成果は以

下の 1 件である）

(1) 山本秀樹, 国家戦略特区（兵庫県養父市：農業特区）における農業再生と機能性食品の開発プロジェ

クト, 関西大学地域連携事例集, 2, 146-147 (2015). 

【課題 11】 柑橘類からの有価成分抽出技術をベースとした密柑塩の製造 （*11 に対応する成果は以下

の 1 件である）

(1) 山本秀樹, 地元の特産を利用した商品開発～和歌山県田辺市産みかんの搾りかすの有効利用～, 
関西大学地域連携事例集, 3, 188-189 (2017). 

【課題 12】 溶解度パラメータを用いた有価成分抽出技術を利用した製品化（*12 に対応する成果は以下

の 1 件である）

(1) 山本秀樹, 国家戦略特区（兵庫県養父市：農業特区）における農業再生と機能性食品の開発, 関西

大学地域連携事例集, 3, 186-187 (2017). 

【課題 16】 製品イメージと消費者受容に関する心理学的研究 （*16 に対応する成果は以下の 5 件である）

(1) 池内裕美, 苦情の心理学③―エスカレーションの未然防止と対応者のストレス軽減方法―国民生活

センター地方支援便り, 22, 1-5 (2017). 
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(2) 池内裕美, ネットショピング依存傾向尺度の作成および心理的規定因の検討, 特定非営利活動法人

依存学推進協議会研究助成プログラム研究成果報告書 2016（特定非営利活動法人依存学推進協

議会）, 47-63 (2016.6). 
(3) 池内裕美, 苦情の心理学① 苦情行動者の心理的変化, 国民生活センター地方支援便り, 20, 1-5 

(2016). 
(4) 池内裕美, 苦情の心理学② コミュニケーションとしての苦情対応, 国民生活センター地方支援便り, 

21, 1-5 (2016). 
(5) 池内裕美, 苦情行動の心理学：消費者がモンスターと化す瞬間, 消費者法ニュース, 94, 30-31 

(2013). 
 
《 製品化 》 
【課題 8】 エノキタケからの接着タンパク質エキスと不凍多糖の製造とその機能性 （*8に対応する成果は

以下の 3 件である） 
(1) エノキタケ由来不凍多糖, 2014 年 10 月上市, ㈱カネカ.  
(2) エノキタケ由来接着タンパク質エキス, 2015 年 4 月上市, ㈲一栄. 
(3) おいもぬくもりパン, 2015 年 5 月 11 日発売開始, らぽっぽベーカリー. 

【課題 10】 ハバネロ・ジョロキア（唐辛子類）からのカプサイシンの分離と応用 （*10 に対応する成果は以

下の 1 件である） 
(1) 養父市産ハバネロを用いた「但馬トマト・ハバネロドレッシング」, 「但馬の焼肉のたれ」,「但馬のハバ

ネロ パスタソース」,「但馬のハバネロ 焼肉ソース」.［参考資料 4］ 
 
《 産学連携活動 》 
【課題 16】 製品イメージと消費者受容に関する心理学的研究 （*16 に対応する成果は以下の 9 件である） 
(1) 株式会社 DHC, 「濃密うるみ肌シリーズの店頭販売チャネルにおける売り上げを最大化するための

販売店施策の考案」(2017.10-2017.12). 
(2) トップ産業株式会社, 「毎日の暮らしをちょっと楽しくしてくれる商品開発③」(2017.4-2017.8). 
(3) 株式会社 DHC, 「プロテインダイエットに新たな顧客を呼び込むマーケティング戦略の立案」

(2016.9-2016.12). 
(4) トップ産業株式会社, 「毎日の暮らしをちょっと楽しくしてくれる商品開発②」(2016.4-2016.8). 
(5) 株式会社ロフト, 「防災グッズの販促企画／試食会イベントの実施ほか」(2016.4-2016.9). 
(6) 株式会社 DHC, 「アパレル部門の知名度を高める販促・商品企画」(2015.9-2016.3). 
(7) トップ産業株式会社, 「毎日の暮らしをちょっと楽しくしてくれる商品開発①」(2015.4-2015.8). 
(8) 株式会社 DHC, 「消費者を店頭に導く web コンテンツの制作」(2014.7-2015.3). 
(9) 株式会社 DHC, 「女子大生向けサンプル品セットの企画」(2013.9-2014.3). 
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